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「福」 興企画　福島ピクニック
　

三
回
に
わ
た
り
村
山
市
農
村
文
化
保
存
伝
承
館

で
開
催
さ
れ
た
「
福
島
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（
東
北
芸
術

工
科
大
学
東
北
復
興
支
援
機
構
主
催
）
は
、「
ま
た

必
ず
行
き
た
い
！
」
と
い
う
県
内
避
難
者
家
族
の

声
を
受
け
な
が
ら
年
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
了
し

た
。　

主
催
の
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
復
興
支

援
機
構
は
、
発

災
以
前
の
街
の

再
現
を
意
味
す

る
「
復
興
」
で

は
な
く
、
そ
れ

以
後
に
あ
ら
た

め
て
追
い
求
め

る
「
幸
福
」
の

新
し
い
カ
タ
チ

を
、
被
災
し
た

人
々
と
と
も
に

考
え
、
デ
ザ
イ

ン
し
、
分
か
ち

合
う
「
福
興
」

と
し
て
、
こ
の

企
画
を
実
現
さ

せ
た
。

　

同
大
学
の
学

生
や
、
卒
業
生

達
が
講
師
と
し

て
担
当
す
る
多
彩
な
プ
チ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
の
企
画
、
特
に
、
食
に
密

着
し
た
内
容
が
充
実
し
て
い
た
。

　

み
ん
な
で
収
穫
し
た
野
菜
で
作
る
季
節
の
ス
ー

プ
、
手
作
り
ジ
ャ
ム
、
そ
ば
打
ち
、
焼
き
芋
、
焼
き

林
檎
、
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
そ
し
て
、
毎
回
定
番

の
こ
だ
わ
り
タ
イ
ム
、
美
味
し
く
煎
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
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な
ど
な
ど
…
企
画
全
篇
を
通
じ
て
美
味
し
い

楽
し
さ
が
満
ち
て
い
た
。

　

ま
た
、
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ッ
プ

づ
く
り
な
ど
の
創
作
や
、
焚
き
火
を
す
る
た

め
に
山
道
へ
薪
を
採
り
に
行
く
野
外
散
策
企

画
も
。
参
加
者
が
「
や
り
た
い
よ
う
に
や
れ

る
」
時
間
を
楽
し
め
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

受
け
皿
が
満
載
で
、
ス
タ
ッ
フ
、
参
加
者
と

も
に
、
す
べ
て
を
忘
れ
て
無
心
に
楽
し
め
る

だ
け
の
パ
ワ
ー
を
持
つ
、ま
さ
に
心
躍
る
「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
」
の
一
日
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

堅
苦
し
さ
は
一
切
無
く
、「
で
き
る
だ
け

子
ど
も
達
が
主
体
と
な
り
、
学
生
は
そ
の
手

伝
い
を
す
る
」
と
い
う
関
係
も
、
会
場
全
体

が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
秘
密
か
も
し
れ
な
い
。

　

知
ら
な
い
人
同
士
で
も
自
然
に
集
ま
り
、

自
然
に
会
話
が
始
ま
り
、
自
然
に
笑
顔
が
生

ま
れ
る
。
す
ば
ら
し
い
空
間
、
そ
れ
が
福
島

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
思
い
出
と
し
て
、
み
ん
な
の

心
に
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。（
佐
藤
）

※
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
復
興
支
援
機
構

は
、
冬
期
間
は
も
の
づ
く
り
に
焦
点
を
絞
っ

た
『
福
し
ま
図
案
室
』
と
い
う
企
画
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
本
誌
お
す
す
め
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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岩
手
県
と
宮
城
県
境
の
山
間
部
に
位
置
す
る
、

岩
手
県
一
関
市
千
厩
・
折
壁
地
区
に
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
と
大
船
渡
市
の
被
災
者
仮
設
住
宅
が
あ
る
。

こ
こ
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
い
る
仮
設
住
宅
だ
。

　

栃
木
県
よ
り
岩
手
県
ま
で
の
五
時
間
三
十
分
と

い
う
距
離
を
、
毎
週
ご
と
に
ス
タ
ッ
フ
が
通
う
。

距
離
・
ス
タ
ッ
フ
・
冬
季
の
道
路
事
情
を
考
え
る
と
、

地
元
の
岩
手
県
民
や
近
隣
で
あ
る
山
形
県
民
か
ら

継
続
し
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
る
。

　

仮
設
住
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
は
、
心
の
叫

び
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
す
こ
と
な
く
、
内
に
秘
め

た
ま
ま
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

寄
り
添
い
の
ス
タ
ン
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
体

制
、
岩
手
・
宮
城
・
山
形
か
ら
継
続
し
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
支
援
者
を
必
要
と
し
て
い
る
。(

堀
江)

From岩手

岩
手
県
へ

　

宮
城
県
の
仮
設
住
宅
訪
問

From北海
　　　　道
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北
海
道
在
住
の
自
主
避
難
者
の
動
き
も
非
常
に
活
発

だ
。
十
一
月
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
給
食

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
札
幌
」
で
は
、
福
島
の
自
主
避
難
者

自
治
組
織
「
桜
会
」
代
表
宍
戸
さ
ん
が
、
地
元
で
食
の

安
全
に
携
わ
る
多
く
の
団
体
と
と
も
に
、
福
島
の
子
ど

も
た
ち
の
為
に
何
が
で
き
る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
発
言
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

活
況
を
呈
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
医
学
博
士
崎
山

久
早
子
氏
や
、
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
天
笠
啓
祐
氏
に

よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
の
食
の
安
全
を
守

る
こ
と
の
重
要
性
を
会
場
に
投
げ
か
け
た
。

　

夜
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
を
受
け
止
め

未
来
へ
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
始
ま
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
決
議
文
「
ひ
と
つ
に
な
ろ

う　

み
ん
な
で
守
ろ
う
」
を
拍
手
多
数
で
採
択
し
た
。

三
百
五
十
人
の
来
場
者
は
、
み
な
講
演
を
熱
心
に
聞
き

入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
た
、
原
発
事
故
以
後
の

不
安
や
戸
惑
い
を
語
り
合
う
一
日
と
な
っ
た
。（Hiropy)

自
主
避
難
者
が
提
言

　
　
　
　

食
の
安
全
を
守
ろ
う

を楽しもう⑤　歩くとき、 運転するときは　　　　に気をつけよう
冬生活

千厩仮設住宅団地　集会所

・スニーカーや皮底の靴、ハイヒールを避け、できるだけ滑りにくい雪用の靴をはく
・歩幅を小さくして、体の重心をやや前に置き、靴の底全体で踏みしめる感覚で歩く
・歩く方向を変えたり、立ち止まったりする時は滑りやすいので注意する

＜準備＞
・ワイパーは、夏用から冬用に取り変える
・雪下ろし用グッズ、除氷剤など、店頭の雪対策コーナーで購入しておく
・タイヤは、四輪ともスノータイヤにする
・乗らない時は、ワイパーが凍ってガラスに張り付いてしまうので、立てておく
・雪が積もると、車の雪おろし、車の凍結を溶かす作業が必要になる。時間に余
　裕をもって、早めに出発できる状態にする

＜運転＞
・スタート時はゆっくり、タイヤが雪道を踏みしめる感覚で
・ストップ時はポンピングブレーキを使い、こまめにブレーキを軽く踏みながら、
　少しずつ止まる。そのため、あらかじめ車間距離を多めにとっておく
・カーブでは、手前でしっかり減速して、ゆっくりハンドルをまわす

雪
道
を

歩
く
と
き
は

雪
道
を

運
転
す
る
と
き
は

ツルッ

ディー ・ コレクティブよりお知らせ

山形県の幹線道路 国道１３号線の山形市か

ら福島県境までの車の運転で特に危険と考え

られる個所の地図を作りました。

下り坂の信号渋滞による追突危険個所などを

記載しています。

山形市と米沢市の避難者支援・交流センター、

山形市市民活動支援センターで配布予定で

す。ご希望の方は「復興ボランティア支援セ

ンターやまがた」までご連絡ください。

慣れれば

大丈夫！
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From山形　
　

十
一
月
三
十
日
、
山
形
市
の
遊
学
館
二
階

チ
ェ
リ
ア
会
議
室
に
て
「
う
か
た
ま
～
ず
」（
代
表

柴
田
み
ほ
さ
ん
）
主
催
の
「
Ｅ
Ｍ
菌
」
の
勉
強
会

が
行
わ
れ
、
福
島
か
ら
の
避
難
者
マ
マ
達
二
十
人

が
集
ま
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
微
生
物
の
働
き
で
腐
敗
菌
を
抑
え

る
と
さ
れ
、
様
々
に
応
用
で
き
る
Ｅ
Ｍ
菌
の
話
に

一
同
メ
モ
を
と
っ
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。
講
師
で

あ
る
ガ
イ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
佐
藤
千
香

さ
ん
は
、
よ
り
身
近
な
家
庭
で
の
色
々
な
使
い
方

を
紹
介
。
山
形
天
台
仏
教
青
年
会
所
属
の
震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
松
本
昌
順
さ
ん
は
、
宮
城
県

の
被
災
地
で
瓦
礫
や
ヘ
ド
ロ
の
除
去
作
業
を
す
る

中
で
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
際
に
非
常
に
大
き
な
消
臭

効
果
を
知
っ
て
驚
い
た
体
験
を
話
し
、
今
後
震
災

の
復
興
に
活
用
で
き
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
語
っ

た
。

　

参
加
し
た
避
難
マ
マ
達
の
、「
難
し
か
っ
た
が
、

勉
強
に
な
っ
た
。」

「
飲
め
る
タ
イ
プ

も
あ
る
と
は
初

耳
。」「
早
速
使
っ

て
み
た
い
」
と
い

う
感
想
に
、
新
し

い
情
報
を
柔
軟
に

取
り
入
れ
る
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
た
。

（
影
月
）

Ｅ
Ｍ
の
利
用
法
を

　
　
　

み
ん
な
で
知
る
会

　

私
た
ち
親
子
は
、
八
月
の
中
旬
頃
か
ら
米
沢

で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
多
く
の
自
主
避
難
者

と
同
じ
よ
う
に
、
親
戚
も
知
り
合
い
も
い
な
い

土
地
。
避
難
す
る
ま
で
は
「
避
難
す
る
こ
と
」

に
一
生
懸
命
で
走
っ
て
き
た
の
で
、
避
難
当
時

は
ホ
ッ
と
落
ち
着
い
た
と
同
時
に
、
言
い
よ
う

の
な
い
不
安
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
三
カ
月
と
少
し
。
た
っ
た
三
カ
月

な
の
か
、
も
う
三
カ
月
な
の
か
は
自
分
で
も
分

か
ら
な
い
け
ど
、
こ
の
三
カ
月
の
間
に
た
く
さ

ん
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
島
市
で
も
活
動
し
て
い
た
分
野
で
、
何
か

自
分
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
…
…
と
模
索
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
八
月
に
、
同
じ
気
持
ち

で
過
ご
し
て
い
る
自
主
避
難
の
マ
マ
と
知
り

合
っ
た
こ
と
で
、
一
気
に
走
り
出
し
た
サ
ー
ク

ル
結
成
。

　

そ
れ
で
も
、
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な

夜
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
良
い
の
だ
ろ
う
か

…
…
と
悩
む
こ
と
も
。
け
れ
ど
、
子
ど
も
を
守

る
た
め
母
親
も
元
気
で
前
を
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
母
親
が
息
抜
き
を
出
来
る
時

間
と
場
所
を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

で
作
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
あ
や
っ
ぺ
）

避
難
マ
マ
の
つ
ぶ
や
き

特派員日

記
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十
一
月
二
十
四
日
に
、
寒
河
江
自
動
車
学

校
で
開
催
さ
れ
た
「
冬
の
暮
ら
し
・
冬
道
の

安
全
運
転
講
習
会
」
で
は
、
南
相
馬
市
や
浪

江
町
を
中
心
に
、
福
島
市
や
気
仙
沼
の
方
も

含
め
た
二
十
数
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

　

講
習
で
は
、
山
形
の
積
雪
量
に
関
す
る
事

や
、
雪
か
き
の
方
法
な
ど
、
暮
ら
し
に
関
す

る
事
か
ら
、
雪
道
を
運
転
す
る
上
で
の
注
意

点
の
講
義
を
受
け
た
。
後
半
か
ら
は
い
よ
い

よ
教
習
所
内
の
濡
れ
た
道
。
ど
れ
だ
け
ブ
レ
ー

キ
が
効
か
な
い
か
を
体
験
す
る
実
地
運
転
も

行
わ
れ
た
。

　

雪
国
の
冬
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
参
加
者
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
雪
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
山
形
で
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、

皆
真
剣
な
表
情
で
受
講
さ
れ
て
い
た
。

　

講
義
終
了
後
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冬
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全
講
習
会

センターへのお便りから

第 5 号、第 6 号を見て同感しました。なぜ、家

族離れ離れで生活をしなければいけないので

しょうか？仲良し家族だったのに…。

 旦那は、毎週ガソリンをかけて会いに来てく

れます。 きっと、雪道をかきわけながらも会

いに来てくれます。待っている方も心配です。 

高速道路無料化も一年で終わってしまったら、

とても困ります。 避難者の皆さんで、署名を

募るのはどうでしょうか？

子供達も、こちらの生活にだいぶ慣れましたが、  やはり、父親と離れ、

友達と離れ、思い出しては、泣いてしまいます。

 父親が帰る時は、大泣きです。

 「お母さん、なんとかして～！」「なんで離ればなれなの？」と涙する

子供を前に、私も、「ごめんね」と言いながら涙してしまいます。

 本当に辛い…。 先の見えない不安。 こんな想いをしてるのに…。、私

達が悪いわけじゃないのに…。

  なのに、自主避難には、何も無し。が頭にきて、腹ただしくて、 この

想いは、当事者にしかわからない…。 事故を起こした加害者達は、

  他人事の様に見えます。 もっと、私達の想いをわかってほしい…。
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■やまがた若者サポートステーション
　　　☆きっかけ作りをお手伝いしています☆

自分自身の適性を知ること。 社会性とコミュニケーション能力を高

めること。 そして、これらをベースにして皆さん自身にあったリスター

トを支援しています。 自分の状況を的確につかみ、 私達スタッフと

相談しながら、 前準備をきちんとしてリスタートしていきませんか？

利用対象： 進学や就業等へのリスタートを図ろうとしている方

　　　　　　　（15歳～ 40歳位まで）

対象地域： 原則「村山・ 最上地域」 ですが、 他地域の方も可

☆山形県内に避難されてきている方もぜひ一度ご相談ください。

利用日時： 日～金曜日 １０ :００～１７ :３０（個別相談は予約が必要

です。 その他はＨＰスケジュールをみてください。）

［連絡先 ]　やまがた若者サポートステーション

〒 990-0035 山形市小荷駄町 2-7 ＳＵＮまち内

ＴＥＬ・ ＦＡＸ　023-679-3266　Ｅ -mail welcome@yamasapo.org

ホームページ　 http://www.yamasapo.org

■除雪道具の使い方を教えます
ＮＰＯ法人　ディー・ コレクティブでは、 避難されている方に除雪道

具の使い方を伝授します。 どんな道具を購入すればよいのか、 除

雪ルールが判らない方などのご相談に応じます。

時間は１時間程度。 料金無料。 日時は要相談。 グループでお申

し込みください。 遠方の場合は、 電話相談のみの場合もあります。

[連絡先 ]　ＮＰＯ法人ディー・ コレクティブ　　担当　遠藤

山形市松山３丁目１４番 69号　復興ボランティア支援センターやま

がた内　TEL　090-6626-4794　E-mail　dcolle.office@gmail.com

■生活協同組合共立社　共同購入　はじめませんか？
☆東日本大震災被害により山形県に避難している方を対象に、

　宅配手数料を大幅値引きします！

☆自主的に避難されている方もご相談ください。

☆お申し込みから 104週間、 サービスが適用になります。

　個人宅配の場合 210円→ 100円 なかよし個別宅配 (２人 )の場合 

　104円→ 50円　はん配達 (３人以上 )の場合 無料

[生協の共同購入とは ]

・ 共立社独自の安全基準をクリアした食品や雑貨など約 2,000点の

　中からお買い物ができます。

・ 週に 1回、 毎週同じ曜日にお届けします。

[問合せ /申込み ]　生活協同組合共立社　共同購入運営部

　受付時間　平日 9:00～ 19:00/土曜 9:00～ 18:00(日曜定休 )　

　TEL 0120-916244

　WEB　https://www.snet.coop/request/yamagata/　

■極真カラテを体験してみよう！
避難生活をされているみなさん、 私たちと一緒に体を動かしてみま

せんか？最大４回まで無料体験を実施中です。

大人から子どもまで大歓迎（呼吸法から丁寧にお教えします）

★入会されると、 道着を１セット進呈いたします

山形県内２８支部の中から、 最寄りの道場をご紹介できます。

ぜひお気軽にご相談ください！

[問合せ /申込み ]

社団法人　極真会館　山形県総本部　田畑道場

〒 990-2447　山形県山形市元木１丁目３－１３

TEL  023-625-0900　  FAX  023-625-0903

WEB  www.kyokushin-tabatadojo.com

携帯サイト www.kyokushin-tabatadojo.com/m/

※問合せの際は、 「うぇるかむを見ました」 とお伝えください

みなさまからの情報をお寄せ下さい !

避難されている方に伝えたいメッセージ、サービス、イベントな
ど、避難されている方からの声や要望など、みなさまからの情報
をお待ちしています。送ってくださる場合は、「復興ボランティ
ア支援センター」まで。お待ちしています !

■ 復興ボランティア支援センターやまがた

　[住　所 ]　山形県山形市松山３丁目１４番６９号 ( ＦＭ山形ビル１階 )

　[TEL]023-674-7311　[FAX]023-674-7312　[E-mail]kizuna@yamagata1.jp

　[ 開館時間 ]10:00 ～ 16:30　[ 休館日 ]土日祝日、 年末年始、 夏期休業

　[ ウェブサイト ] http://kizuna.yamagata1.jp/　( モバイル閲覧可 )

　※　駐車場に限りがありますので、 乗り合わせ等ご協力ください

■被災者の方への無料シャンプーサービス
☆被災３県の方々、 頭皮ケア付きシャンプーブロー無料

☆被災３県の未成年のかたシャンプーカット無料

☆山形在住でもボランティア関係スタッフシャンプーブロー無料

身分証明は、 自己申告とカルテ記入で結構です。

是非、 疲れを癒しにいらして下さい。

[問合せ ]　美容室　Hair with Water(ヘアウィズウォーター )

　〒 990-0046　山形市大手町 3－ 20

　TEL 023-633-0532 FAX 023-633-0532

■福島に帰る前に・・自主避難生活相談会
山形での自主避難生活の継続に限界を感じ、 近々に福島に帰ろうと

思っている方の状況やお気持ちを聞きながら、 何が出来るかを模索

する相談会です。

日時： 平成２３年１２月２０日（火） 時間： 夜 7:00～ 9:00

場所： 山形県男女共同参画センター チェリア 山形市緑町 1丁目

2-36（遊学館 2階）　定員： 10名

駐車場： 県営駐車場（文翔館向かい） ※無料です。

※当日託児あり。 参加には予約が必要です。

[問合せ・予約窓口 ] 070-5657-1449（NPO毎週末山形 代表 佐藤洋）

■『福しま図案室』第 1 回
　【コラージュペーパーバッグをつくろう】参加者募集！

日時： 平成２３年１２月１１日／平成２４年２月５日／３月１８日 

時間： 10:30集合→ 15:30解散

会場： 山形まなび館 MONO SCHOOL・ 多目的室

対象： 東日本震災後に福島県から山形県に転入されたご家族（40

名／年齢不問／先着順）

申込締切： 各実施日の 2日前

　　　　　　（※定員に達ししだい締切らせていただきます）

教材費： 大人 1名 1回参加につき 500円（高校生以下無料）

持ちもの： はさみ、 のり、 鉛筆など、 普段使いしている筆記用具一

式、 ※お昼はお弁当などを各自ご準備ください。

ドレスコード：『福しま』にちなみ、しましまの服を着てご参加ください。

帽子や靴下などでも OK！

[申込先 /問合せ ]

東北芸術工科大学 東北復興支援機構 TRSO事務局 

TEL： 023-627-2218（平日 9:00～ 17:00） 

E-mail： y-gakusha@aga.tuad.ac.jp

■タウンページをもらいましょう！
自分が避難者であることを告げれば、 電話回線をひいていない人で

も今住んでいる地域のタウンページがもらえます。

　タウンページコールセンター 0120-506-309　へ！



■親子ですごす“ キッズアトリエ”
お絵かきや工作など、 親子で自由に創作活動を体験できます。

道具や材料は自由に使うことができるので、手ぶらで参加できます。

☆事前申し込みは不要です。

日時： 平成２３年１２月１０日 (土 )10:00～ 12:00〈出入り自由〉

会場： 鶴岡アートフォーラム（鶴岡市馬場町 13番 3号）

対象： ３歳から小学生２年生くらいまでのお子さんと保護者

料金： 無料（一部の材料は有料のものも有り）

[問合せ ] 鶴岡アートフォーラム  TEL 0235-29-0260

■ジム・ヘンドリクス　クリスマスピアノコンサート
全米各地でソロコンサートを行っている「ジム・ ヘンドリクス」 のピア

ノ・ クリスマスコンサート。 福島、 宮城から山形に引越してきた方・

山形で避難生活をされている方に、 うぇるかむ価格でご案内します

期日： 平成２３年１２月１５日 (木 ) 

　　　　　　　19:00開場　19:30開演

会場： 山形学院高等学校［チャペル］

料金： 前売 3,500円　当日 4,000円　

　　　　 学生 2,000円

★山形で避難生活をされている方、 引越

　 してきた方は　うぇるかむ前売券 1,000円

　　当日券 1,500円

※託児あり　500円

主催： MY English School 有限会社

後援： 山形ボランティア隊

[申込み／問合せ ]　山形ボランティア隊（本田）

teamyamagata2011@yahoo.co.jp / TEL 090-3756-9755

■愛絆義コンサート　（東日本大震災チャリティー）
　日時： 平成２３年１２月１７日 (土 )　

　　　　　開場 13:00　開演 13:30

　場所： 米沢市伝国の杜置賜文化ホール

　入場料： 一般（中学生以上） 1,000円

　　　　　 　小学生 300円

　　　　　　小学生未満のお子様は無料

　出場者： 伝国座、 HAPPY愛 LANDS、

　加藤マチャアキ＋ The Groovy75、 プレ

　カリア、 HEAVY GAUGE、 Brilhant

　 Shine、 nyan、 黒田彰久

　［問合せ］　絆ねっと委員会事務局　

　　　　　　　　TEL 0238-38-2411

■しらい自然館おもしろ自然塾 恒例「年越し」そば打ち体験
ひきたての金俣そば粉を使って年越しそばを打つためのそば打ち

体験教室です。 ガレット作りの実演もあります。

日時： 平成２３年１２月１８日 (日 )11： 00～ 13： 00

会場： しらい自然観　　　定員： 先着２０人

受講料： 1,500円 (そば粉４人分のお土産付 )

持ち物： エプロン、 タオル　　　※１２月１５日 (木 )〆切

[問合せ・ 申込み ] しらい自然館

遊佐町白井新田字見晴野 21番地　TEL 0234-72-2069

■遊びにおいでよ♪子育てひろ場
いつでも・ 誰でも自由に参加できるあそび場所です。 子どもと一緒

に遊んだり、 他のママたちやスタッフとおしゃべりしたり ･･･、 ゆった

りとした時間を一緒に過ごしましょう。

☆山形県内で避難生活をされている方もぜひご参加ください。

・ 時間内は出入り自由です。 （予約不要）

・ 年齢制限はありません。 スタッフがいるので、 初めての方も安心

です。

・ 同じ子育て中の方が集まるので、 いろんな情報交換ができます。

・ 開催時間： 10時～ 12時（月１回）

・ 日時・ 会場： 東原センター　12/16（金）、 1/27（金）

　　　　　　　　 　城西センター　12/14（水）、 1/25（水）

　　　　　　　　 　鈴川センター　12/9（金）、 1/6（金）

　　　　　　　　 　桜田センター　12/12（月）、 1/16（月）

　・ 参加費： ひと家族 100円

　[問合せ ]〒 990-2212　山形市上柳 67-1　生活協同組合共立社

　山形生協（組織部）  TEL 023-686-6262  FAX 023-686-6263  

　Email sn.ｋ 00330ss@todock.jp

■あそびの広場冬編「リズムにのってあそぼう」
日時： 平成２４年１月１３日（金） １０： ００～

会場： 出羽国際庄内村（鶴岡市伊勢原町８-３２）

対象： １歳以上の未就園児とその保護者先着１２０組

内容： 親子リトミック（からだで覚える音楽教育）

講師： 小巻千幸氏（ぷらすの会）

[問合せ・ 申込み ] 鶴岡市子ども家庭支援センター

　                         TEL 0235-25-2741

※１２月２１日（水） より申込み受付開始

■あかちゃん広場
あかちゃんとふれあいながら、 手作りおもちゃや遊具で遊びます。

日時： 平成２４年１月１９日（木） １０： ００～

会場： 鶴岡市総合保険福祉センター（鶴岡市泉町 5-30）

対象： 生後３か月～１２か月の未就園児とその保護者、

　　　初めて出産をむかえる妊婦

持ち物： バスタオル

[問合せ・ 申込み ] 

鶴岡市子ども家庭支援センター　TEL 0235-25-2741

※１２月２１日（水） より申込み受付開始

■お茶のみサロンに来とごやい
米沢市で地域のお茶のみサロンを運営しているＮＰＯ法人おいた

まサロンでは避難者の方も歓迎します。 音楽室もあります。 お気軽

においでください。

・ 日時： 月～金、 午前８時３０分～午後５時まで　

・ 場所： 米沢市門東町３－３－７　平和通り駐車場向かい

　　　　　※訪問者用駐車場あります

[問合せ ] 　ＮＰＯ法人おいたまサロン

　　　　　　　TEL ０２３８－２６－７０７０　代表 竹田仁

うぇるかむは県内各地で設置しています

山形県各総合支庁・市町村窓口／山形市内の公民館・コミュニティセンター（９施設）／復興ボランティア支援センターやまがた／山形市避難者交
流支援センター／米沢市避難者交流センターおいで／東根市タントクルセンター／山形市市民活動支援センター／上山市体育文化センター／読売セ
ンター神町／元気玉プロジェクト推進本部（福島県会津若松市）／［掲示］生活協同組合共立社（CO-OP）（山形市内）　
★部数が不足しておりますが、コピーして補充し、避難されている方へ個別郵送してくださる市町村が増えてきました。ありがとうございます！
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ん
で
す
よ
。
お
楽
し
み
に
！
今
で
き
る
事

を
一
歩
ず
つ
一
歩
ず
つ
。
雪
を
踏
み
し
め
る
よ
う
に

一
緒
に
進
ん
で
い
け
た
ら
な
、と
思
い
ま
す
。（
多
田
）

●
　
お
す
す
め
情
報
に
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

で
、
初
の
「
う
ぇ
る
か
む
価
格
」
が
！
（
嬉
）
ひ
ろ

ぴ
ぃ
発
案
の
「
う
ぇ
る
か
む
」
精
神
が
ど
ん
ど
ん
広

ま
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。（
海
谷
）

●
　
支
援
は
も
う
一
段
落
し
た
と
、
支
援
者
自
身
は
疲

労
の
せ
い
で
思
い
た
く
な
る
が
、
本
当
に
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
の
は
寧
ろ
今
か
ら
だ
っ
た
り
す
る
。
そ

う
感
じ
る
。
ま
だ
だ
、ま
だ
終
わ
ら
ん
よ
。（H

iropy)

［
来
年
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
！
］

　

激
動
の
二
〇
一
一
年
も
、
も
う
す
ぐ
終
わ
り
、
新

年
を
迎
え
ま
す
。
来
年
の
こ
と
な
ん
て
わ
か
ら
な
い

…
と
い
う
方
も
、
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
、
私
た
ち
の
未
来
た
め
に
希
望
を

持
っ
て
「

こ
ん
な
年
に
し
た
い
」「

こ
う
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
皆
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
募
集
！

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方
、
支
援
し
て
い
る
方
ど
ち
ら

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

上
左
部
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
送
り
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
か
の
大
震
災
は
私
自
身
、
経
験
や
価
値

観
の
再
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
い
う
か
、
今
だ

か
つ
て
な
い
深
い
深
い
も
の
を
人
生
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
加
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
形
で
美
容
師
を
し
て
い
る
私
は
、
皆

様
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
通
常

に
近
い
生
活
に
戻
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
や
っ
ぱ
り
日
々
「
大
震
災
」
に
触
れ
ず

に
い
る
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
時
か
ら

続
け
て
い
る
無
料
シ
ャ
ン
プ
ー
の
ご
縁
で

出
逢
っ
た
方
の
様
々
な
体
験
、
心
に
刻
ん

で
い
ま
す
。

　
先
日
は
、
隣
県
か
ら
い
ら
し
た
と
知
ら

ず
に
「
髪
が
き
し
ん
で
い
る
の
で
ヘ
ア
ケ

ア
法
を
変
え
る
と
落
ち
着
き
ま
す
よ
」
と

お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
が
涙
ぐ
ん

で
し
ま
い
「
私
た
ち
髪
の
事
ま
で
考
え
る

余
裕
が
な
い
ん
で
す
」
と
。
心
か
ら
自
分

自
身
の
配
慮
の
な
さ
を
悔
や
み
心
か
ら
申

し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
ど
ん
な
に
支
援
を
受
け
て
も
、

心
地
よ
い
思
い
を
し
て
も
欠
け
て
し
ま
っ

た
思
い
出
は
癒
え
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。そ
れ
を
補
う
力
は
無
い
け
れ
ど
、

ひ
と
時
で
も
シ
ャ
ン
プ
ー
で
時
間
を
忘
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
想
い
、
ず
っ
と
ず
っ

と
無
料
シ
ャ
ン
プ
ー
を
続
け
ま
す
。
何
度

で
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
！
　

　
ヘ
ア
ウ
ィ
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
　

　
　
　
　
　
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
赤
塚
治
美

心
を
い
や
し
て   

シャンプーで

みなさまからの

声をお待ちして

います！

つぶやきをみん

な で 共 有 し ま

しょう！下のＱ

Ｒコードを読み

取り、携帯メール

でお送り下さい。

　
体の芯からあったまるおふくろの味 里 芋 ダ ン ゴ 汁

[ 材料 ]

里芋　　　2ヶ

片栗粉　　30g ～

卵　　　　1/2 ヶ

鶏もも肉　80g

人参　　　小 1本

ごぼう　　1/2 本

油揚げ　　2枚

しめじ　　1/2 パック

だし汁　　4カップ

[作り方 ]

①　里芋は皮を剥き、茹でて熱いうちに潰す。

　　片栗粉を少しずつ加えて捏ね、さらに卵を加えて捏ねる。

②　①を食べ易い大きさのダンゴ状にする。

　　鶏肉は、1cm ほどの大きさに切る。

③　人参はいちょう切り、ごぼうはささがき、しめじは個房に分ける。

　　油揚げは油抜き短冊切り、長ネギは斜め切りにする。

④　鍋にだし汁を入れ、とり肉と野菜を入れ、Aで味付けしてゆっく

　　り煮込む。

⑤　④の中に②で作った里芋ダンゴを入れ、

　　ふっくらと浮き上がってきたら長葱を加えて食す。

レシピ提供者 ：映画 「よみがえりのレシピ」 製作委員会　鈴木淳子さん

調味料Ａ　酒　大さじ 2、 みりん　大さじ 1、

　　　　　しょうゆ　大さじ 3、 塩　少々


